
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：特定領域研究 

研究期間：2005～2009 

課題番号：１７０８３０１８ 

研究課題名（和文） 海港をとりまく地域社会―「地域」からの日中交流史― 

                     

研究課題名（英文） Regional Society Around Maritime Region－China-Japan Exchange 

from the Perspective of “Region” 

研究代表者 

曽田 三郎（SODA SABURO） 

広島大学・大学院文学研究科･教授 

 研究者番号：４０１０６７７９ 

 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、国家間の次元ではなく、よりミクロな地域に視点を

置き、東アジア海域における交流の歴史を、多角的に分析することにある。これまで、海は国

境という観点からとらえられることが多かった。我々は、多くの地域を相互につなげる交流の

場という海の役割に注目した。具体的には、浙江省の寧波と江蘇省や福建省の海港地域に着目

して、文化的・経済的交流の諸相を分析し、東アジア海域における日中交流の歴史的展開を解

明した。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study is to put the aspect on not the 
dimension between nations but a more micro region, and to analyze the history of the 
exchange in the east Asian sea area multilaterally. Up to now, the sea has been often 
caught from the viewpoint of border. We paid attention to the role of the sea of place of the 
exchange that connected a lot of regions mutually. Concretely, it paid attention to Ningbo in 
Zhejiang and the regional society around maritime region in Jiangsu and Fujian, some 
aspects of a cultural, economical exchange were analyzed, and historical development of 
the exchange was clarified in daytime in the east Asian sea area. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 7,900,000 0 7,900,000 
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研究分野：中国近代史 
科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：海港、地域、環境、寧波商人、日中交流、文化伝播 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)当初の研究代表者である岡元司は、中国浙
東の温州地域の宋代永嘉学派をとりあげ、そ
の学派に属する士大夫相互間の人間関係や

婚姻関係の解明を進め、とくに科挙受験をめ
ぐる士大夫相互の関係を明らかにするとと
もに、永嘉学派の活力の源泉となった南宋期
の温州の経済状況や自然環境にまで視野を



広げて多角的な分析を行ってきた。こうした
基礎的作業を踏まえたうえで、宋代浙東沿岸
部を含むさまざまな地域・時代の研究者を結
集し、科学研究費補助金（基盤研究(B)）を得
てさらに研究を発展させた。この研究グルー
プでは、当初よりシンポジウムの主催や国際
学会への参加を計画した。2002 年度から翌
年度にかけて、中国各地での史料調査や史跡
巡検を行い、その成果を踏まえて、2003 年
度には宋代史研究会・明清史夏合宿の合同研
究会において、シンポジウムを開催した。ま
た同年度には、シンガポールで開催された国
際学会で、翌年度にはモスクワで開催された
国際学会で研究成果の発表を行った。更に
2004 年度には、研究成果の総括もかねて、
国内でシンポジウムを開催した。 
 
(2)当初から研究分担者として参加した松浦
章は、清代を中心に、日中の海域交流の歴史
に関する優れた研究成果を発表してきた。ま
た曽田三郎は、新たな視点に立った近代の日
中交流史に関する研究を、共同で進めてきた。
岸田裕之は、日本の側から、地域の視座に立
った東アジア交流史に関する理論的展望を
示してきた。藤田明良と太田出は、フィール
ドワークに関して実績を有しており、前者は
日本・韓国・中国で媽祖廟に関する現地調査
を進めてきた。太田は福建省を対象とし、民
間信仰を中心に現地調査に優れた経験を有
している。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究班では、中国・日本それぞれにおい
て、寺院・廟・墓・碑などの歴史的遺産に関
する現地調査を行い、また現地でしか入手・
閲覧できない史料の解析を進め、日中交流の
窓口となった港市を、都市としての「点」で
はなく、その周囲も含めた「面」の地域社会
としてとらえ、徹底して「地域」の視座から
日中交流の歴史的意味を考察する。中国につ
いては、宋代から近代に至るまでの都市寧波
およびその周囲の「面」としての浙江省、さ
らに隣接する福建省・上海を取り上げ、物
流・海商・漁民・農村・信仰・風水・習俗な
ど、民衆の心性にいたるまでの幅広い視点か
ら分析を行い、経済的・文化的に活力のある
動きを示した地域としての浙江の歴史的特
色を明確にし、その地域社会の構造や人々の
心性が、社会の変動や対外的な交流に対して
柔軟な対応を可能にする条件を備えていた
ことを明らかにする。 
 
(2)日本については、地域的な独自性が特に強
かった中世・戦国時代を中心に南九州・長崎
などを取り上げ、国境をこえて港市を結ぶ経
済的・文化的なネットワークの実態を把握す
るとともに、日本のなかでは辺境に位置する

地域が、直接に中国と結びつくことによって、
国際性豊かな地域となっていたことを明ら
かにする。こうした日中双方の「地域」の分
析を通して、国民国家を所与の前提としない
多元的な東アジア史像を構築する。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究班では、「通時代的」な考察を目指
し、寧波およびその周辺の地域を、宋代から
近代までの非常に長い期間を通じて分析す
ることを特色としている。「地域史」は、断
代史的分析や過度の専門分化を防ぎ、それぞ
れの地域を通して長期的・全体史的に分析す
るのに恰好の方法である。従来の海域史研究
においては十分ではなかった、こうした視座
により、「地域」から社会を変容させていく
動力を導き出し、現代東アジアの活力ある経
済の拠点の一つとなっている浙江地域の社
会的特質が生成される歴史的過程として位
置づける。 
 
(2)これまで東アジア海域史研究では、日本
とかかわりのあった国々について、その国々
のなかにも多様な「地域」が存在しているこ
とを十分に重視してこなかった。本研究では、
方法面において、このような研究の歴史を見
直すと同時に、中国史と日本史のメンバーで
共同研究を進めることにより、「地域」から
の視点をより徹底させ、国家中心の枠組みを
さらに相対化させることをねらっている。ま
た、これまでの海域交流史においてやはり十
分に論じられてこなかった、「地域」の人々
の心性の形成過程についても、多様な階層を
視野に入れて分析する方法を採用しつつ研
究を進める。 
 
４．研究成果 
(1)中国の東南沿海地域の実地調査による研
究を進め、研究成果を学界に対して公表した。
中国の寧波市において、南宋時代に宰相を輩
出した史氏一族の墓群について、現地の研究
者とともに調査を行い、GPS 装置を用いた墓
群の位置確認を行った。また浙江省の温州か
ら福建省福州・泉州・アモイなどを調査して
まわり、港を取り巻く地域の特質を明らかに
した。以上の研究活動の成果は、『歴史評論』
の特集企画「中国地域社会史研究の展開」に
論文を発表することで、学界に貢献した。 
 
(2)中国寧波の宋代史氏一族の墓群調査によ
って、当該地域の家族・社会構造を解明した。
GPS を活用した宋代史氏一族の東銭湖墓群の
調査を行い、各墓と墓道の位置測定および各
墓の構造分析を行った。この研究成果は、フ
ィリピンで開催されたアジア歴史家国際協
会第 19 回会議で発表し、国際的な研究貢献
を行った。またこの実地調査に基づく研究成



果は、東方学会会員総会において開催された
シンポジウムでも発表された。 
 
(3)中国の浙江省舟山列島を中心に実地調査
やヒアリングを実施するとともに、文献史料
も丹念に収集・分析することによって、漁民
の生活・文化等の特質を解明した。特に雍正
帝の賤民解放令以来著名な被差別民＝九姓
魚戸に着目し、彼らの分布地域、生態環境、
生業、経済、文化、信仰などについて研究の
成果をあげた。この成果の一端は、慶応大学
東アジア研究所で開かれた国際的なワーク
ショップで公表された。 
 
(4)浙江省東南沿海部から福建省東北沿海部
にかけての地域、福建省から広東省にかけて
の沿海部の地域の実地調査を行うとともに、
近代の新聞史料を詳細に分析することによ
って、中国東南沿海地域からの海域交流の実
状を明らかにした。具体的には、寧波に焦点
をあて、清代以来の同地を発航・着航する帆
船航運の実態を明らかにした。それと同時に、
この寧波を基点とする船舶航運を阻害して
いた海賊にも着目し、研究を進めた。寧波近
海のみならず東シナ海を舞台に活動した海
賊は 8世紀頃から知られるが、この海賊の活
動は 20 世紀初頭まで継続していることを、
新聞史料の分析によって明らかにした。 
 
(5) 浙江省・福建省等、中国の東南沿海地域
の実地調査を行うとともに、日本の側からの
海域交流という観点から地域調査を行った。
具体的には九州、北陸、瀬戸内の沿海地域を
調査対象とし、それぞれにおける港と周辺の
留船・給水・船の修造・信仰に関わる施設や
街区・景観・潮汐・風向など立地環境などの
調査を実施し、港とそれをとりまく地域環境、
大陸との交流の痕跡や記憶、航海信仰の海域
交流と地域化に関する成果をあげた。こうし
た研究成果は、韓国木浦市や中国寧波大学で
開催された国際シンポジウムなどで発表さ
れた。 
 
(6)戦国期から近世初期の九州や瀬戸内の沿
海部地域を実地調査し、京都や堺の商人が厳
島を経て南九州の港町に出向き、琉球経由で
到来する外国産品を買い付け、畿内に持ち帰
るという海域から日本国内に向けての物流
の実態を解明した。こうした日本を含む東ア
ジア海域史の研究成果は、講演のかたちで一
般社会にも公表された。 
 
(7)主に文献史料に基づき、明治期日本の政
治文化の中国への伝播に関する研究成果を
あげた。明治期に入って、いち早く西欧の国
際秩序に順応し、国内法制の整備を進めてい
った日本で形成された諸制度は、やがて 19

世紀末から法学者や留学生を媒介として中
国に伝播されていった。日本の外務省記録や
日中両国の新聞・雑誌の丹念な分析によって
得られた研究成果は、日本と中国の近代史研
究の発展に寄与すべく著書として公刊され
た。 
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